日本混相流学会

２００４年度第３回理事会　議事録

議事録署名人：

日時：平成１６年１２月１８日（土）１３：００－１７：００

場所：大阪大学中ノ島センターイノベーションフロアセミナー室１

出席者(理事):有冨正憲（会長）、内藤正則(筆頭副会長)、清水昭比古(企画担当副会長)、村瀬　道雄(情報担当副会長)、土屋活美(情報部会長)、冨山明男(国際部会長)、梅田眞三郎(中国四国地区理事)、佐田富道雄(九州地区理事)、内山知実(東海地区理事)、高橋弘(東北地区理事)、大川富雄(リエゾン理事)、細川茂雄(学生会理事)、武居昌宏(総務部会長)

出席者(オブザーバー): 小泉安郎(年会講演会実行委員長)、社河内敏彦(日本学術会議水力学・水理学専門委員会委員)、近藤健(事務局)

議題と配付資料

0. 前回理事会議事録の確認(武居総務部会長)


[2004-3-01]

1. ロゴマークの投票結果(武居総務部会長)


[2004-3-02]

2. 会誌広告について(武居総務部会長)



[2004-3-03]

3. 学会賞発行のため寄付金を募る案件について (武居総務部会長)
[2004-3-04]

4. 学会費口座振替について(武居総務部会長)


[2004-3-05]

5. 評議員および監事候補者(案)について(武居総務部会長)

[2004-3-08]

6. 名誉会員候補者(案)について(武居総務部会長)


[2004-3-09]

7. 会費未納者とその対策について(武居総務部会長)

[2004-3-10]

8. 名簿出版と広告掲載について(武居総務部会長)


[2004-3-11]

9. 会則変更に関するWG設置の提案(武居総務部会長) 
[2004-3-12]と[2004-3-13]

10. 維持会員の退会防止と新規加入の方策について(内藤筆頭副会長)
[2004-3-14]

11. 拠点委員について(村瀬副会長)



[2004-3-15]

12. 将来構想計画・学会活動強化について(梅田中国四国地区理事)
[2004-3-16]

13. 国際交流部会活動報告(冨山国際部会長)


[2004-3-17]

14. 情報部会報告(土屋情報部会長)



[2004-3-18]

　　　　(年会講演会　特別号の発行について含む　[2004-3-23]　)

15. 論文審査委員会報告(片岡論文審査委員長)


[2004-3-19]

16. 企画部会活動報告(賞雅企画部会長)



[2004-3-20]

17. 学生会活動状況報告(細川学生会理事)



[2004-3-21]

18. 年会講演会・シンポジュウム委員会報告(小泉実行委員長)
[2004-3-22]

19. 日本学術会議水力学・水理学専門委員会報告(社河内委員) 
[2004-3-24]

20. 日本学術会議候補者の推薦について(武居総務部会長)

[資料なし]

21. 混相流実験データ・映像館について



[2004-3-25]

22. 表彰トロフィーについて




[2004-3-26]

23. その他

その他配付資料

ワイドネットご提案書　[配布資料2004-3-05-02]　
議　　事

1．ロゴマーク投票結果（武居総務部会長）

　武居総務部会長よりロゴマーク投票結果についての説明があり、デザインNo.1を学会のロゴマークとして選定した．単語の誤りや小文字の大文字への変更，デザインのミスと思われる箇所については武居総務部会長より作者に変更を求めることとした．また，文字が判読できるようにするため，使用の際の最小サイズ等について注意するようにする旨確認した．色の指定の明確化等も求めることとした．版権は学会が所有することを確認した。

2．会誌広告の件について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より会誌広告の件について説明があり、「維持会員になれば従来料金の半額で学会誌に広告掲載できるものとし，広告掲載の勧誘を行う」という案について検討した．主な意見は以下の通りであった．

· 単発的で永続的な効果が期待できない．

· 各理事が広告を集める努力をしてはどうか．

· 半額での広告掲載を維持会員の特典に加えてはどうか．

· 混相流学会の広告掲載料は割高感がある．

　上記議論に基づき，審議の結果、以下の決定を行った．

· 今年度の対応については原案通り承認した．

· 今後の恒久的な対応については，他学会の状況も調査し，さらに検討する．

3．学会賞発行のため寄付金を募る案件について（武居総務部会長）

武居総務部会長より、学会賞発行のため寄付金を募る案件について説明があり、主な意見は以下の通りであった．

· 学会賞寄付の窓口を設けるべき．

· 副賞のための寄付は不自然であり，学会運営に対する寄付とすべきである．

· 学会費の値上げも認められるのではないか．

· 受益者が少ないことを勘案すれば，一般会計よりもむしろ基金から出すべき．

· 賞が拡充されている現状では一般会計からの支出も認められるのではないか．

上記の議論に基づき審議の結果、学会賞副賞は継続することとし，学会賞を冠とした寄付を受け入れるか否かの可否を中心として次回理事会にて継続審議とすることを確認した。

4．学会費口座振替に関わる費用について（武居総務部会長）

武居総務部会長より、学会費口座振替について、ダイヤモンドファクター㈱の商品について次の通りの説明があった。

· 基本料(年一回の利用料)5千円、会員一人当たりの手数料は年150円(100件未満の場合は200円)．

· 領収証は別途学会で発行し希望者に郵送する．

· 口座振替に移行する人数が問題となる．目標値を設定して努力するなどの工夫が必要となる．

· フォーマットにあわせた初期データベースを作成するのに手間がかかる。事務局で対応可能かどうか検討する必要がある。

　審議の結果、来年度から口座振替の導入を行う予定とし、来年3月号で口座振替への移行のお願いを全会員に通知する．

5．2005年評議員・監事候補者について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より、2005年評議員・監事候補者について説明があり、審議の結果、原案通り承認した。なお、今後の要望・検討課題として以下の意見が出され、次回の総務部会長への申し送り事項とした。

· 評議員候補者リストには期数，専門分野を併記すべき．

· 評議員，監事，理事会メンバーには，大学関係者以外からの参加者を増やすよう努力が必要．

6．名誉会員について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より、名誉会員候補者について説明があり、理事会の意見としては、原案通りの2名の先生が妥当であるが、理事会は名誉会員選考委員会の決定を承認する立場であり、理事会としての推薦は行わないことにした。

7．会費未納者とその対策について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より、はじめに、会費未納者リストに誤りがあることについてお詫びと訂正があった。その後、会費未納者とその対策について審議の結果、次の点を確認した。

· 対策を行う前に未納者との意思疎通が重要であるので，まず事務局より未納者との連絡を図る．

· 前年度未納者より会費の支払いが為された場合には，前年度分として処理する．

· 未納者には，督促，郵便物送付停止，資格停止の順で措置を行う．

· 今後除名の取扱いを検討する必要があると考えられる．

· これに関連し，入会手続きの際に，適宜入会者に対してレスポンスを行う必要が指摘され，総務担当副会長および総務部会長で対応することとした．入会者については今後理事会で報告をするべきであることが確認されたとの提案があり、承認された。（入会は理事会承認事項：会則第6条）

8．名簿の出版と広告掲載について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より、名簿の出版と広告掲載について次の通り説明があった。

· 名簿は来年総会までの発行を目指して作業進行中．

· 今年度は名簿の無料配布は予算面から困難であるので、事前申込み2,000円，定価3,000円であることを確認した。

　審議の結果、名簿に広告を掲載する案が示され，協力者が得られれば広告掲載を行う旨承認された．白黒印刷とし，維持会員は広告掲載料を半額とすることを確認した。

9．会則変更に関するWG設置の提案（内藤筆頭副会長）

　内藤筆頭副会長より、内規，申合せ事項等を纏め上げ，会則変更も視野に入れた学会内のルールの整理を行うためのWGを設置することが提案され，審議の結果、承認された．なお、そのWGメンバーの人選も内藤筆頭副会長に一任することが承認された。

10．維持会員の退会防止と新規加入の方策について（内藤筆頭副会長）

　内藤筆頭副会長より、維持会員の退会防止と新規加入の方策について説明があり、特に、混相流学会維持会員の特典について次の説明があった。

· 近年維持会員の退会が多い．これは，維持会員のメリットが十分でないことに主な原因があると考えられる．維持会員のメリットを明確化することが維持会員の維持・拡充に重要と考えられ、その対応策が示された．

· 会長，副会長等を中心に維持会員の増強を図ってはどうか．

· よりわかりやすいメリットを提供するべきである．学会誌に年1回数ページ程度の記事を掲載する権利を与える．

　以上の説明意見を基に、今後具体的なアクションプランを練ることが承認された。

11．拠点委員について（村瀬副会長）

　村瀬副会長より拠点委員候補者、既に依頼済み、現在諾否の回答状況が示された．審議の結果、諾回答を得られた候補者については承認された。また、無回答あるいは否回答の組織については継続対応し，承諾が得られた場合についてはメール審議（承認）を行うこととした。

12．将来構想計画・学会活動強化について（梅田中国四国地区理事）

　梅田中国四国地区理事より、現状の活動について報告が為された．

13．国際交流部会活動報告(冨山国際部会長)

冨山国際部会長より、国際交流部会活動報告が次の通りあり承認された。

ICMF関連

· 次回ICMF開催時期の調整状況について（2007/7/9-13に開催予定）

· ICMF発展途上国参加者支援基金設立経費の取扱いについて確認した．

· ICMFホームページの学会ホームページからのリンクについて．

日欧二相流専門家会議関連

· 会告，ホームページ，精選論文集発刊の調整状況報告．

ISMTMF関連

· 前回開催報告および次回計画状況について．

Pisa会議報告

· 開催報告および次回開催計画状況について．

ICeM関連

· 発行状況報告

14．情報部会報告(土屋情報部会長)

　土屋情報部会長より、情報部会報告が次の通り行われた。

編集委員会関連

· 学会誌編集状況が報告された．

· 論文投稿状況が報告された．

· 混相流学会年会講演会の開催に併せて，精選論文集を発行する計画状況が報告された．アナウンスの方法，審査方法，論文数と合致した発行方法，予算計画等に関して準備状況が報告された．特集号配布の時期は2005年12月までとする計画．

· 伝熱学会論文誌TSEの今後の発行形態について紹介が為された．

· 19巻，20巻の特集記事の計画が示された．テーマは「ものづくりと混相流」．全8号のサブテーマ名（案）が示された．

· その他，論文投稿の勧誘，編集委員会今後の開催計画等に関する報告．

インターネット運営委員会関連

· 学会ホームページで情報のアップデートが十分でない点が具体例をもって指摘された．特に，論文の送付先に紛らわしい記載がある．論文投稿規程の改定は既に理事会で承認されており，現理事会でもそれを追認することとした．これに伴い，ホームページ上でも早期に投稿規定の変更を行うこととした．

上記報告に関連して，以下の議論がなされた．

· 論文投稿数の増加を図る努力の必要性が指摘された．

· 統合論文誌についてその発行形態の細部と予想されるメリット，デメリットについて説明がなされた．

· 年会講演会論文特集号の発刊について：(1)特集号での掲載意思表示がある場合にも料金は同一とする．(2)年会講演会の申込み時にフルペーパー投稿の意思表示，特集号発行までのスケジュールについて議論し，詳細については編集委員長，年会実行委員長，論文審査委員長等を中心に議論を詰め，メール審議に諮る．

15．論文審査委員会報告(片岡論文審査委員長)

　片岡論文審査委員長が欠席のため、代わりに武居総務委員長が資料を読み上げ、論文審査状況について報告が為された．

16．企画部会活動報告(賞雅企画部会長)

　賞雅企画部会長が欠席のため、代わりに、佐田富道雄(九州地区理事)が次の点を説明し、承認された。

· 前回OMF開催報告と次回OMF準備状況報告が為された．

· 講習会開催計画について報告された．

· 学会将来構想について，「水処理と混相流」との課題名で異分野間の連携を目指す分科会の設立を計画する旨が報告された．学会の活性化を目的とすることから，本分科会の会合はオープンとする必要性が指摘された．

17．学生会活動状況報告(細川学生会理事)


　細川学生会理事より、学生会活動状況報告について、次の報告があり、承認された。

· 学生優秀講演賞に関連した活動が報告された．

· 来年度夏季セミナーの開催計画が報告された．

18．年会講演会・混相流シンポジウム実行委員会報告（小泉実行委員長）

小泉実行委員長より、年会講演会・シンポジュウム委員会報告が次の通りなされ承認された。

· 展示広告獲得の必要性が指摘された．

· ホームページは公開済み．

· 口座は混相流学会年会講演会２００５開催実行委員会、名義人小泉安郎委員長として開設する予定。最終監査は学会全体予算監査の中で行ってほしい旨依頼があった．

· シンポジウム講師決定状況について報告が為された．
· 参加資格，投稿資格に関する確認：現在検討中であり，次回年会では前年度の例を踏まえて非会員が投稿，参加することを認める．

19．日本学術会議水力学・水理学専門委員会報告（社河内委員）

　社河内委員より、日本学術会議水力学・水理学専門委員会報告が次の通りなされ、承認された。

· これまでの委員会開催報告と今後の開催計画が示された．

· シンポジウムの講師選定方法に関する議論の内容が紹介された．

· シンポジウムを年会講演会とずらして開催する可能性について指摘されたが，運営の便宜等も勘案し，今後検討を継続することとした．

20．日本学術会議候補者の推薦について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より、日本学術会議候補者の推薦について説明があり、地域、産業人、若手、女性研究者の枠があることが説明され、5名の候補者（内藤，清水，冨山，土屋，関）が示され承認された．

21．混相流実験データ・映像館検討委員会報告（村瀬副会長）

　村瀬副会長より、混相流実験データ・映像館検討委員会報告が次の通りあり、承認された。

· 標記項目の設置に関する検討状況について報告が為された．検討委員会における設置の目的，必要性，機能，構成と運営に関して検討の結果が示された．

· 本検討委員会は以上の検討をもって解散し，管理・運営方法の明確化およびデータの慣習集保管等の施行を介して作成した設置計画案を理事会に提出することを目的とした準備委員会（坂口委員長）を設置することとした旨提案され，承認された．

· 理事会としての担当は村瀬副会長が勤めることとした．

22．表彰トロフィーについて（武居総務部会長）

武居総務部会長より、来年度の学術賞のトロフィーにかける予算は、今年度の約半額程度としたいとの提案があり、承認された。

23.　その他

次回の第4回理事会は、3月5日(土) 13時～　東京の日本大学理工学部駿河台校舎で開催することを確認した。
以上

作成者：総務部会長　武居昌宏
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